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自動車への採用が期待されている熱可塑性炭素繊維複合材料（CFRTP）の製造コスト削減の手法として，ミシンステッ

チ（縫合）により細幅 CFRTP テープ基材を適所に適量だけ積層することで，材料歩留りを大幅に改善できる新たな基材積

層法を開発した。本技術の有効性を検証するため，細幅 CF/PA6 テープ基材を PA6 製ベースフィルム上にミシンステッチ

積層し，ホットプレスにより一方向積層板を作製した。次に，ステッチ（通針）していない積層板の領域から，試験片を

長手方向が繊維方向となるように切り出して静的三点曲げ試験を行い，その繊維含有率 Vf や曲げ特性を，同一材料で従

来の幅広シート状基材から作製した積層板のそれらと比較した。その結果，細幅テープによる積層板では，PA6 製ベース

フィルムやステッチ糸を追加した分，通常のシート状基材の積層板に比べてわずかに繊維含有率 Vf が低下するものの，

その Vf の低下を考慮すれば，テープ積層板の曲げ弾性率および曲げ強度はシート積層板のそれらとほぼ同等であった。

このことから，開発したミシンステッチ細幅テープ基材積層法は，従来手法と比較して機械的特性を大きく損なうことな

く，大幅な低コスト化と廃棄物低減を実現できる熱可塑基材積層法として，その有用性が期待できる。 
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